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アユ冷水鶏被害を軽減する放流技術確立試験(平成22年度/県単) 渡議長生鎗鷹田紀夫

目的

種苗養成池から河川へ，という放流に伴う生育環境の

急激な変化はアユ冷水鼎発生の大きな要因とされている。

fアユ冷水病防疫に関する指針J(平成 20年 3月改訂，

アユ冷水病対策協議会)では，放j定時期・場所の決定に

あたり，河)11水磁や流量，餌となる付翁二藻類の状況など，

河川の状況を継続的に記録し，参考とすることとしてい

る。しかし，これまで木県では，餌となる

況についての検誌がされないまま放流事業が実施されて

きた。そこで，河川におけるアユの:i:餌料である藍藻(ヒ

ゲモ科 HOllloeothrix Sp.)の芽だし時期を調査した。

材料および方法

調査方法 県内の漁業協同組合(以下漁協と表記)が

アユを放流している場所の中から，放流数の多い場所 10

地点を選定した(表1)。それぞれ誠査地点の河川の石に

付着した務類を歯ブラシでこすり落とし，河川水ととも

にサンプル瓶に入れ，水産試験場に搬入した後，光学顕

微鏡により Homoeothrixsp.の有無を確認した。あわせて，

その時点の河川水温を計測した。諒査は平成 22年度の放

流が始まる時期を考癒し， 22勾三 3)ヲから 6 日間潤 I~言

で調査することとし，稿変地点ごとに HO/lloeothrixspの経

認ができた時点で終了することとした。

結果および考察

各調査地点における，調査日，調査時の水混，

HOllloeothrix Sp.の有無について表 iに示した。鬼怒川iにお

いて， 3月 10日の調査では HOl11oeothrixsp.は確認するこ

とができなかったが， 3月 16日の調査では拶[J111大橋上以

外の鵠査地点で発生を確認できた。また水混の上昇が遅

い粕尾川では4凡 19f=Iに芽だしを確認することができ

鬼怒川ではおおよそ 3Jl 15 13以降，黒川，行)11，渡良瀬

川ではおおよそ 3月 20日以降，粕尾)11ではおおよそ 4月

20日以降を呂安に放流を行うことで，餌不足による冷水

病の発生リスクを回避できると考えられる。

表1県内河)11におけるHomoeothrixsp.の芽だし時期

j可JII名 調査場所 調査日 7l<5.昆
Homoeot.カ~nx

調査日 7l<i患 Homoeothrix 
叩の有安芸 spの有毒芸

*怒)11フィッシンク‘エリア横 2010年3Fl10B 6.80C X 2010年3Fl16日 110C O 
鬼怒)11 柳田大橋上 2010年3月10B 5.50C × 2010年3Fl16臼 9.40C × 

石井鬼怒橋上 2010年3月10B 5.70C × 2010年3Fl16日 9.50C O 

黒)11 昆野東武鉄橋下 2010年3Fl22尽 8.50C O 
経町 2010年3月22臼 9.30C O 

1TJII ケアハウス 2010年3Fl22臼 9.10C O 
結建川 下粕箆 2010年4月19日 8.90C O 

葉鹿橋友岸下 2010年3月初日 12.60C O 
j度良瀬JII 高速道路右岸下 2010年3Fl20B 12.10C O 

箆下橋お岸下 2010年3Fl20B 12.10C O 
(水産技術部)
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〔水震技術部〕

アユ冷水病被容を軽減する放流技術確立試験 (p40)

河川におけるアユ冷水病被害を経滅する方策のーっとして，

河川内にアユの餌料が十分に育った後の磯首放流実胞が挙げ

られます。そこで， (nJ) 11内でのアユの主餌料である藍藻

HOllloeothrix Sp.の芽だし時期を調査しました。その結果，調査

した鬼怒川，黒}II，行}11，渡良瀬川の 9地点において 3月中旬

から下旬までに芳三だしを確認しました。水温の低い粕尾川で、は

4月の中旬に芽だしを確認しました。:J;fだし後の放流であれば，

銭料不足の影響による冷水病の発生リスクは回避できると考

えられます。
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